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し
て
下
さ
る
よ
う
お
願

［

仇
民
卵
の
抄
本
を
も
ら
う
時
は

‘1I

い
し
ま
す

役
場
へ
肛
接
来
る
か
、
支
所
へ

申
し
込
み
（
こ
の
吻
合
は
掴
日

支
所
の
戸
籍
事
務
が
役
場
へ

新
し
く
住
鮎
雅
本
台
帳
法
か
一
一

で
き
、
こ
れ
ま
で
の
住
腿
瑛
、
一

選
挙
人
名
繩
、
国
乢
年
金
、
国
一

批
健
服
保
険
、
米
の
配
給
の
各
一

合
雌
か
一
本
化
さ
れ
ま
す
。
』

こ
れ
ま
で
と
述
っ
て
、
住
肋
ゞ

を
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
心
喫
と
一

し
た
い
ろ
い
ろ
な
肘
け
掴
が
一
一

つ
で
済
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
．

こ
れ
に
伴
い
、
十
一
月
十
七
一

Ｕ
か
ら
、
沸
瀬
、
灘
艮
市
支
所
一

の
戸
鯏
、
位
比
篭
球
棚
務
か
役
，

場
へ
移
り
ま
し
た
の
で
、
班
瀬
一

汗
良
巾
の
〃
で
、
一
川
職
階
本
や
一
一
一

各
種
台
帳
が
一
本
化

｜
光
付
所

、
腋
が
り
を
な
く
し
て
越
そ
う

年
の
瀬
を

、
歩
く
身
に
乗
る
身
に

な
っ
て
お
も
い
や
り

、
飲
む
な
、
眠
る
な

艇
肌
す
る
な

。
う
ち
の
子
に
限
っ
て
と

思
う
心
に
ス
キ
が
あ
る
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企 汀
森
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木
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＝毎一一一●●●つ今

課
、
乎
牢
》

手
○
打
嘩
咽
宅麺

一
色
Ｐ
■
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令
．
刀
ロ
一
．

酔
内
凹
皿
項
宅

●
む
っ
●
巳
少 毒
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で
蝿
罐
乖
醍
団
地
壁
宰
営
吟
耀
一
誠
味
嶬
珪
肋
匪
唯
喉
咋
挫
幟
函

在
す
る
雌
て
方
で
な
く
、
一
か
｜
こ
れ
ま
で
の
も
の
よ
り
有
利
に
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町内別DH標額が下『氾のとおり決まりました。1世補平均90

円ﾉ)額になりますか、行政協ﾉJ口が券金のお願いにおじゃまし

た時i土よろしくお願い巾し上げます。一民生課一 今
年
度
分
二
十
八
戸
は
着
工

金
木
町
で
は
他
宅
雌
解
消
の
た
め
今
年
度
か
ら
四
か
年

甜
画
で
百
二
十
四
戸
の
特
定
住
宅
団
地
を
造
成
す
る
こ
と

に
な
り
、
第
一
年
度
の
工
州
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。
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【特定住宅団地のエ事現場】

な
っ
て
い
ま
す
。

場
所
は
金
木
股
協
の
青
す
う

セ
ン
タ
ー
の
手
刎
約
二
百
メ
ー

ト
ル
の
地
点
で
、
訓
画
に
よ
る

と
、
総
建
築
戸
数
百
二
十
四
Ｈ

必
要
蚊
地
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
総
珊

業
鋤
概
界
一
値
九
十
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

牛
度
別
建
築
川
数
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。
（
カ
ッ
コ
内
は

邪
業
鋤
概
算
）
ｃ
昭
和
鵬
十
二

年
度
二
十
八
戸
（
二
千
万
円
）

旧
和
四
十
三
年
度
三
十
・
Ｍ
（
二

千
四
百
二
十
万
円
）
昭
和
四
十

四
年
度
三
１
脚
（
二
千
五
百
七

十
刀
円
）
昭
和
四
十
五
年
度
三

十
六
両
（
三
千
百
万
円
）
。

今
年
度
の
分
は
す
で
に
津
催

住
宅
、
松
橘
辿
没
、
新
岡
工
務

店
の
手
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、

年
度
内
に
光
成
の
予
定
で
す
。

た
だ
、
今
後
の
裸
迦
と
し
て

は
、
ま
だ
完
了
し
て
い
な
い
敷

地
の
取
紳
が
残
さ
れ
て
お
り
、

町
で
は
、
こ
れ
に
会
〃
を
あ
げ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
り
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▽
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五
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白
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白
川

製
材
所
）
木
村
好
光
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如
滕
典
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製
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白
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刀
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金
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商
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会
と
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務

対
轆
協
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彰
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恥
璋
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会
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か
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崎
燃
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lld和43牢谷期造林用苗木ご人川の方は

11月30日まで産業課までお叩込み下さい

ll'し込みの際は苗木代金の半額を予納金

として納入して下さい。また、杣林地の

地番もお知らせ願います。－産業課一

茄木の価枡はつぎのとおりです。

こばはん2年大1本5円80銭

杉3年符大14X121'130"

〃3年火1本11円80銭

〃3年中1本10円80銭

赤松3年大i本6円
〃 3年』小1本5円30銭

l[1f松3年大1本6円

〃3年小1本5円30銭
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Ｊ
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弘
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幅
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恥
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泌
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ｌ
Ｉ
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所
）
菊
地
鉄
雄
（
菊
地
卿
作
所
）

▽
十
年
Ｉ
川
中
宇
一
郎
（
工
藤

製
材
所
）
近
村
正
義
（
秋
元
製

材
所
）
田
中
氏
明
（
同
）
白
川

昭
謄
（
北
川
本
店
）
石
戸
谷
末

五
郎
（
耀
野
炳
院
）
成
剛
ユ
キ

（
同
）
丸
山
滴
松
（
水
村
狸
材

所
）
木
村
武
（
同
）
藤
元
栄
治

（
川
）
白
川
柾
弘
（
同
）
工
膝

節
・
十
（
松
野
美
容
院
）

▽
五
年
Ｉ
白
川
敬
（
尼
野
病
院
）

川
瑚
キ
セ
（
同
）
角
田
誠
二
削

川
巡
送
）
山
中
一
博
（
松
山
呉

服
店
）
瓜
田
萩
枝
（
オ
サ
ナ
イ

洋
品
店
）
工
滕
イ
ョ
（
金
木
木

材
）
中
野
治
（
丸
キ
う
ど
ん
店
）

小
野
久
五
郎
（
田
村
商
店
）
白

・
川
て
つ
子
（
松
野
美
容
院
）
坂

川
和
ｆ
（
側
）
州
馬
服
躬
（
浜

賊
商
店
）
山
形
鉄
雄
（
同
）
成

川
擴
ｆ
（
Ⅲ
）
古
村
怖
江
（
又

一
製
材
所
）
糊
間
滴
作
（
あ
し

の
観
光
）
今
政
市
（
同
）
古
田

が
炎
（
艮
多
木
工
所
）
津
脇
修

治
（
Ｈ
新
木
材
）
人
勵
光
男
（
同
）

荒
井
サ
・
タ
（
工
藤
製
材
所
）
上

大
中
大
小
大
小

価
一
応
一
却
一

片

'7計 48．860
し

一一一

野
雅
学
（
同
）
工
藤
孝
（
同
）
（
側
）
桑
田
蒋
箙
（
丸
興
製
材

三
上
勲
（
側
）
白
川
茂
正
（
秋
所
）
田
中
Ｍ
治
（
同
）
榊
進

元
製
材
所
）
岡
本
ハ
ギ
（
同
）
（
中
谷
自
励
巾
）
木
村
栄
欣

川
場
ミ
ヱ
（
同
）
沢
川
ツ
ナ
（
Ｍ
〉

十
月
二
十
八
ｕ
の
台
風
三
十

四
号
で
金
木
町
の
り
ん
ご
も
大

き
な
被
沓
を
う
け
ま
し
た
。
産

業
探
の
閲
ら
べ
に
よ
る
と
、
二

百
へ
ク
ク
ー
ル
（
町
歩
）
の
ほ

と
ん
ど
が
被
笘
を
う
け
、
ひ
ど

い
と
こ
ろ
で
は
八
十
％
以
上
も

落
采
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

町
全
体
で
は
十
四
万
紺
の
落

果
が
あ
り
、
そ
の
被
害
額
は
七

千
万
川
に
の
ぼ
る
も
の
と
見
枇

十
四
万
箱
が
落
果

台
風
三
十
四
号
の
被
害

I

も
ら
れ
て
い
ま
す
。

喋
談
会
股
林
糀
任
委
画
会
の

花
川
委
幽
長
、
千
難
委
幽
、
佐

女
木
（
啓
）
雌
融
ら
”
一
行
卜
五

名
は
、
よ
る
十
一
月
二
Ｈ
、
三

版
川
艮
刀
案
内
で
川
愈
地
区
の

披
粁
状
況
を
純
察
し
、
被
将
の

彩
仙
外
に
大
き
い
こ
と
に
蹄
き

な
ん
ら
か
の
対
簸
を
郷
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
冊
っ
て
い
ま

し
た
。｛
。
。

【永年勤続者の表彰式】を視察する－ Ｊ
他
令
唯
篁
鐸
村
岬
細
一

行
年
研
修
所
で
総
会
を

【落果状況
生
ま
れ
た
人

☆
白
川
刀（
強
２
出
）
沢
部

☆
拠
沌
岬
凸（
滴
長
列
）
僻
山

☆
服
谷
成
子

☆
白
川

（
正
一
４
女
）
柳
川
町
一

☆
榊
光
公
一
郎

（
孝
夫
陛
兜
）
本
川

☆
秋
谷
洋
ｆ（
学
２
久
）
川
皿
川

☆
角
佃
符
！
（
由
災
長
女
）
Ⅲ
池
川

☆
川
中
千
秋
（
良
作
３
女
）
川
辿
川

☆
蒜
雌
彦
人
（
則
帖
隆
叫
）
三
川
川

☆
外
崎
牧
・
丁

。
（
年
－
２
女
）
沢
部

☆
安
川
強

開
き
、
役
風
の
改
選

を
行
な
い
、
会
長
に

商
筋
松
太
郎
さ
ん

（
脚
艮
巾
）
が
選
ば

れ
た
ほ
か
、
金
木
町

関
係
で
は
つ
ぎ
”
″

″
か
役
幽
に
選
ば
れ

壼
蜘
稚
畔
中
行
い
行

（
和
瞬
睦
久
）
川
、

河
白
川
難く
岬
艮
洲
）
柳
Ｈ
川

可
松
唯
忠
則
（
誰
勉
踵
兇
）
新
纈
川

輔
秋
行
孝
子
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ｒ
ｆ
ｆ
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．
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ｆ
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咄
ｆ
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ｆ
ｊ
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ｆ
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ｆ
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～
に
Ｆ
ｊ
ｑ
Ｊ
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■
■
■
■
凸
ｐ
■
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■
い
ゆ
甲
■
毎
■
■
■
●
廿
凸
■
苧
■
や
凸
苧
ゆ
む
●
■
口
■
■
■
■
①
■
■
単
一

尚
橘
さ
ん
が
会
長
に
曲
十
一
月
の
納
税

北
郡
老
人
ク
総
会
一
十
酢
諏
澤
計
繩
四
期

魚

イア
園

''l:
姑

鞁f上

｛11Ⅶ

‐
Ⅱ
〃
ｖ
β
０
１
Ｌ
暇
呼
０
５
１
９
曲
〃
ｊ
β
Ｊ
ｑ
β
‐
ｆ
Ｊ
ｃ
ｗ
叩
Ⅸ
小
内
岬
叩
岫
叫
叫
か
加
阪

☆
脈
川
勝
利

エ
門
（
川
灯
）
▽
即

蜘
Ⅱ
田
中
兜
市
（
金

木
）
今
健
帷
久
（
卸

良
巾
）
白
川
作
と
助

（
淵
瀬
）
沢
川
茂
太

郎
（
金
木
）

旬
４
名

斑

１
１
‐
・
ノ
少

北
椰
苦
人
ク
ゞ
ソ
プ

（
武
災
隆
弘
）
化
鍛
冷
川

（
勝
雄
催
Ⅶ
）
北
新
川

（
畑
壮
長
兜
）
新
賊
町

垂

確
’

〆

☆
近
滕
暁
子

一
（
化
２
女
）
下
派
硴

【
老
人
ク
ラ
ブ
総
会
】

☆
尚
杉
知
抓
（
利
彦
催
女
）
本
川

☆
雌
川
惟
・
十（
勉
艮
女
）
巾
柏
木

☆
咄
海
掩
歌
（
秀
次
雌
典
）
川
巾

奇
伊
膝
み
は
る

（
火
柵
蛙
洪
）
止
小
栗
怖

介
秋
行
広
げ
（
州
払
２
Ⅶ
）
耐
水
町

☆
鵬
抑
一
砿
（
正
刈
鰹
艸
）
糊
兇
川

☆
三
上
榊
川
（
腱
川
２
列
）
北
水
川

★
満
汽
此
押
栄
（
五
七
）
蒔
川

死
ん
だ
人

☆
陛
行
川
阯
次
郎
（
五
七
）

叔
川
助
雅
四
郎
（
四
九
）
洲
町

★
川
、
サ
キ
（
近
川
）
神
川
町

★
小
谷
オ
ミ
（
八
四
）
川
術

★
棟
方
術
三
郎
（
し
二
）
野
崎

☆
沌
川
リ
八
・
（
六
三
）
新
城
町

★
松
川
純
Ｉ
（
・
一
）
止
小
喚
崎

☆
如
崎
健
二
（
三
己
新
城
町

☆
今
作
十
郎
（
六
ご
川
端
町

★
坂
川
磯
三
郎
（
五
二
〉
汁
兇
町

赤
桑
川
化
織

一

出
生
と
死
亡

■

（
九
・
十
月
届
出
分
）

（
慨
－
４
父
）
洲
兇
町

l11
辿
IIII
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を
し
め
て
お
り
、
出
助
至
年
Ｈ

比
艸
の
保
仔
と
発
鵬
を
は
か
る

た
め
、
雌
維
新
川
祉
、
Ⅱ
本
放

送
な
ど
の
後
援
で
師
年
州
樅
さ

れ
る
樅
城
あ
る
金
川
大
会
で
、

こ
の
た
び
の
「
奴
削
り
」
の
雌
堆

は
附
く
梛
仙
さ
れ
て
い
ま
す
。

奴
伽
り
保
仔
会
は
、
』
昨
年

Ⅲ
位
、
昨
年
三
位
と
上
位
人
質

１
１

十
一
川
匹
日
、
洞
Ｈ
、
卯
・
鼎

成
川
の
国
技
航
で
行
な
わ
れ
た

日
本
郷
土
比
価
協
会
主
樅
Ｄ
輔

七
川
粂
脚
乢
冊
雌
郷
大
会
で
茄

瀬
〃
奴
伽
り
保
作
会
（
代
炎
Ⅱ

股
谷
正
志
氏
）
の
一
‐
奴
川
り
」

か
健
勝
し
、
数
点
の
曲
を
手
に

州
郷
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
郷
土
の
民
婦

全国民謡民舞大会

庁
舎
の
建
築
Ｉ
事
進
む

小
田
川
農
業
水
利
事
業
所

険

数々 の賞AI1!手に1吊拙K

に
し
て
優
勝
を
力
さ
っ
た
わ
け

で
、
瀞
杏
幽
の
間
で
も
絶
識
を

博
し
た
と
い
わ
れ
、
町
民
も
お

し
み
な
い
川
手
を
送
っ
て
い
ま

す
。
出
場
し
た
十
四
人
の
一
行
は

十
一
月
し
Ⅲ
‐
日
本
郷
土
比
冊

協
会
避
慨
、
文
部
大
脳
賞
な
ど

数
友
の
賀
を
手
に
州
郷
し
ま
し

た
。
奴
踊
り
保
存
会
代
表
泉
谷
氏
の

話
Ⅱ
僅
勝
を
Ⅱ
ざ
し
て
Ｈ
噸
練

【
賞
品
を
手
に
役
場
を
訪
れ
た
保
存
会
の
方
々
】

【エ事が進む事業所庁舎〕

箔
を
刈
れ
て
き
た
力
ｒ
力
茂
り

ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
「
奴

踊
り
」
の
保
作
に
〃
を
入
れ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
助
し
た
〃
次
の
氏
名
味
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

泉
行
旺
心
、
川
中
満
術
、
成

川
勝
戯
、
川
叩
稔
、
棟
力
盛
栄

平
川
す
よ
、
川
中
ス
エ
、
山
中

リ
セ
、
広
瀬
キ
エ
、
川
叩
サ
ョ

川
海
っ
や
、
叩
抑
稚
子
、
花
川

セ
イ
、
川
巾
悦
子

､

令
木
町
若
松
町
に
建
戒
を
進
め
て
い
る
小
川
川
股

業
水
利
事
業
肌
は
十
二
月
中
旬
に
完
成
”
予
定
で
す

ま
た
、
朝
日
町
に
建
設
し
て
い
る
職
員
察
は
今
月
中

に
も
完
成
の
兄
込
み
で
す
９

命
木
町
消
防
価
で
は
十
月
三

十
日
、
耐
中
学
校
で
防
火
避
雌

訓
練
を
行
な
い
成
果
を
あ
げ
ま

し
た
。川
練
は
、
南
中
体
育
鮒
附
近

か
ら
火
災
か
発
生
し
た
と
の
想

疋
で
、
消
防
単
の
川
動
や
銚
従

の
避
難
を
小
心
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
、午
前
十
時
か
っ
き
り
、
浦
防

屯
所
に
火
堤
発
生
を
告
げ
る
．
地

話
が
入
る
と
、
待
機
し
て
い
た

ハ
台
の
消
防
血
．
が
サ
イ
レ
ン
を

難雛識蕊蕊議南
中
で
防
火
訓
練

、水田4倍畑2.5倍に

ことし)9111日から統制小作料が改定されま
した。
雌近における生I唯条件、股産物〃11i桁条件など
〃没化によって、これまので小作料は現状にそわ
ないので新しい小作料に改正されたもJ)ですっ
新しい統制小作料は田の場合、これまでの小作
料の4ｲ}'fに、側117)場合は2．5倍にな、ました。
小作料7)額はそれぞれのII1，畑の鞠級によって
災なるか、例えば当町のH1かIz均的な6級地10.7
ール（11又歩）あたり4,476FI(現行1,119I｣j)と
4倍となり、畑の平均的な6級地で1,6801ﾕ」（現
行672円）となりま．ﾘ-O
今ILIIJ)小作料仙_|･げは戦後41!'III<昭和加年、
25年、30年）で30年刀改定以来12年ぶりです。
次〃衣は当町旧、･qllの等級別〃小作料です。

避
難
。
出
動
と
も
良
好

【間もなく完成の職員寮】

防
犯
協
会
川
倉
支
部

こ
の
ほ
ど
川
倉
児
厳
鮎
で
結

成
総
会
を
附
き
、
町
洞
防
団
靹

二
分
団
員
三
十
五
人
で
組
撤
し

役
仙
を
次
の
と
お
り
選
び
ま
し

十
Ｊ一
」
○

▽
支
部
曇
Ⅱ
泉
谷
与
石
工
門

▽
副
Ｉ
対
馬
要
治
、
其
川
疑
庇

▽
理
馴
Ⅱ
泉
谷
一
美
、
中
件
文

雄
、
中
谷
政
弘
、
泉
谷
竹
彦

（
雅
神
記
）
▽
朧
覗
Ⅱ
其
田
節

夫
、
泉
件
豊
美
、
白
川
徳
政

▽
顧
問
Ⅱ
泉
谷
正
義
（
区
長
）

葛
西
武
男
（
学
校
長
）
奈
良
英

治
（
駐
在
所
巡
在
）
相
蝿
京
千

（
連
合
蹄
人
会
腫
）
白
川
斑
光

（
〃
年
団
長
）

鵬
ら
．
Ｌ
血
ち
に
現
賜
に
側
い
ま

し
た
。
到
蔵
ま
で
六
分
、
到
飾

か
ら
放
水
態
勢
ま
で
一
分
と
ま

す
ま
す
の
成
紙
で
し
た
Ｊ

一
方
、
学
校
で
は
杵
報
僻
を

合
側
に
、
各
扣
任
の
雅
牝
］
に
誘

呼
さ
れ
、
六
百
七
十
二
笛
い
粂

推
徒
か
核
今
後
Ｄ
空
地
に
避
難

し
、
終
わ
る
ま
で
五
分
、
そ
の

伽
に
校
内
刀
消
火
栓
か
ら
は
す

で
に
放
水
か
崎
ま
っ
て
い
束
し

冬
」
Ｏ

こ
ゎ
あ
と
鮫
長
先
生
や
中
村

消
防
団
長
の
識
評
か
あ
り
、
洲

練
ば
成
功
の
う
ち
こ
終
わ
り
ま

し
た
。

支
部
長
に
泉
谷
氏

☆
☆ の部 畑の部I田

一
Ｉ

｜
蜘
蝿
一

'0ア 歩
り
反
当

ル
リ
ー
而
巧
拓
盟
型
肥
開
叫
刷

岼
当
一
新
一
岬
“
總
湘
諏
距
迦
汕
”

Ｉ
｜
氾
旧
卵
卯
扣
氾
旧
卵
卯

１
．
１
人
Ｕ
Ｑ
〕
Ｑ
）
ｎ
０
（
ひ
う
！
（
ｂ

Ｊ
１
ｌ
１

交
通
事
故
に

あ
い
や
す
い
子
ど
も

調
べ
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う

な
タ
イ
プ
〃
子
ど
も
は
、
交
通

鞭
故
に
あ
い
や
す
い
そ
う
で
す

○
衝
動
性
（
胤
嬰
、
け
ん
か
早

い
、
あ
ば
れ
ん
坊
）

○
勤
擶
性
（
注
恵
力
か
故
没
で

動
作
が
鈍
い
）

○
幼
稚
性
（
知
能
は
進
ん
で
い

て
も
、
社
会
的
に
は
赤
ち
ゃ

ん
）

○
遅
鈍
性
（
述
動
神
溌
が
に
ぶ

い
）

○
反
抗
性
（
何
に
で
も
厘
抗
す

↓
つ
）
ま
た
、
一
日
の
う
ち
で
子
ど

も
の
交
通
岬
故
の
も
っ
と
も
お

こ
り
や
す
い
時
間
感
、
午
削
十

一
時
か
ら
十
二
時
と
、
午
後
四

時
か
ら
八
時
だ
と
い
わ
れ
ま

す
ｃ
つ
ま
り
、
お
母
さ
ん
〃
忙

し
い
侍
剛
で
す
。
く
れ
陵
ｎ
も

3級
4級
5級
6級
7級
8級
9級
10級

｜
細
州
価
姉
即
却
却
叩

一
喝扱

級
級
級
級
級
級
級
級

匡
ゾ
行
ｈ
Ｕ
ヲ
Ｉ
ｎ
ｘ
〕
（
ｕ
Ｊ
ｎ
Ｕ
１
Ｉ
り
ム
ヘ
く
〕

ｑ
Ｕ
Ｐ
Ｄ
〔
け
（
Ｕ
〔
Ｕ
ｎ
ｄ
Ｆ
ひ
げ
、

『
Ｉ
『
Ｉ
『
Ｉ
（
Ｕ
Ｑ
）
〔
Ｕ
ｎ
ｄ
〔
ひ

Ｑ
Ｊ
Ｒ
〕
可
１
戸
０
月
〕
４
‐
ｎ
Ｊ
〔
Ｚ

１
１
１
１
１
１
１
１、

れ
陵
ｎ
も
一

注この戎iよ、lII加を1厘歩（9.91アール）で衣わ
し、新を'0アール(1反3歩)で衣わしたものです
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一
■
・
■
弓
。

注
恵
の
ほ
ど
を
。

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
一
‐
生
活
の
知
忠
」
よ
り
）

浅
山
と
拠
石
に
他
服
保
険
の
柵
泉
保
必
所
が
あ
り
ま
す
。

職
助
の
グ
ル
ー
プ
で
、
ご
家
族
の
レ
ジ
ャ
ー
に
、
い
つ
で

も
ご
利
川
下
さ
い
。

△
所
在
地

浅
山
保
愛
所
（
洩
山
駅
か
ら
徒
歩
三
分
）

つ
か
る
繩
（
肌
禰
巾
然
合
柵
衆
）

、
．
Ｊ
ｊ
ｆ
Ｉ
１
〆
０
．
Ｊ
ｉ
ｆ
～
１
／
ｆ
ｆ
〆
ｌ
ｌ
ｒ
ｊ
ｌ
ｒ
ｌ
ｒ
，
Ｉ
１
ｆ
、
。
ｆ
ノ
Ｊ
１
か
Ｉ
１
ｒ
・
Ｉ
ｆ
〃
１
１
ざ

。

一

一
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
る
‐

温
泉
保
養
所

戸
ｊ
ｒ
１
１
ｌ
ザ
ロ
ー
Ｊ
Ｊ
ｒ
ｌ
両
１
１
１
０
β
、
Ｉ
〃
Ｊ
ｆ
○
Ｊ
’
０
、
Ｕ
１
ｆ
、
”
ｆ
Ｆ
ｆ
０
“
Ⅱ
６
１
１
ｆ
ｈ
Ｉ
ｆ
瓜
ｌ
、
〃
呼
凪
、
Ｕ
〃
、
，
〃
〃
Ｆ
１
“
０
０
，
１
Ｊ
４
０
〃
″
Ｐ
。
ｈ
イ
０
１
１
〃
姑
、
０
〃

△
申
込
み
先

浅
山
は
雌
庁
内
保
険
脚
（
他
紙
二
Ｍ
一
二
一
一
番
）
、

つ
か
る
糀
は
弘
刎
祉
会
保
険
珈
務
所
（
化
研
二
川
四
一

五
四
帝
）

△
利
用
料
（
人
渦
税
、
暖
肘
料
含
ま
す
）

一
汕
二
食
付
六
○
○
川

Ｈ
Ｍ
り
一
○
○
川

暇
〃
料
含
ま
す
）

へ
○
○
川

一
○
○
川

訓練】【南中の防 火

十
二
月
に
は
完
成

僻
Ⅲ
小
学
校
燐
り
に
姐
投
を

進
め
て
い
る
蒔
川
児
蹴
館
は
、

十
二
月
中
旬
に
完
成
の
予
定
で

｛
９
０

木
造
モ
ル
タ
ル
砿
り
平
隈
建

て
、
百
八
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

（
五
六
坪
）
の
廼
物
で
、
開
設
は

新
年
皮
か
ら
の
兄
皿
し
で
す
。

蒔
田
児
童
館

I
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児 童館】【蒔田
タ

ロ0,-.,000.-,GI'0一,,‘O'＝ー･叩ﾛ､ー

ｒ
伽
灘
臓
諦
鰹
認
Ｉ
ｉ
誠
躍

’
町税完納推進月間 五

所
川
脈
保
他
所
で
は
つ
ぎ
の
Ｒ
繩
で
猟
犬
耐
の
予

防
派
射
を
火
施
し
ま
す
。

☆
十
一
月
二
十
八
日
午
Ⅲ
十
時
か
ら
午
爪
二
時
ま
で

金
木
町
役
勘
川

☆
十
一
月
二
十
九
日
午
削
十
時
か
ら
十
二
腓
ま
で

撚
良
市
支
所
伽

☆
十
一
，
二
十
九
剛
午
爪
一
時
か
ら
三
冊
ま
で

茄
瀬
支
所
Ⅱ

現
在
金
木
町
に
は
四
、
五
百
弧
の
犬
が
伽
行
さ
れ
て

い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
百
八
十
八

砿
よ
り
薙
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
猟
犬
柄
の
予
防
沁
射

と
犬
の
砿
録
は
稚
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を
伽
肯

し
て
い
る
万
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
忘
れ
ず
火
打
す
る
よ

う
保
他
所
で
は
蝋
ん
で
い
ま
す
。
Ｉ
民
生
課
！

■
品
Ｙ
■
Ｒ
ｙ
丘
伺
ｙ
呂
弓
口
金
Ｔ
日
日
〃
且
■
▼
・
呂
三
上
ｒ
込
且
■
ｇ
ｒ
命
▼
・
呂
弓
・
金
》
Ｌ
■
■
ｒ
上
じ
月
三
宮
■
ん
〉
且
Ｂ
Ｈ
Ｕ
Ｉ
公
呼
且
呂
舌
塗
毎
口
凸
凹
冊
ｒ
Ｅ
ｎ
マ
Ｊ
呂
呂
。
伽
ｖ
且
■
同
ｙ
Ｌ
Ｔ
ｇ
芦
・

金
木
町
Ｇ
は
Ｉ
一
月
一
日
か
ら
’
二
吋
二
十
五

日
ま
で
を
町
税
尤
納
碓
進
月
Ⅲ
と
し
て
、
町
税
の

旬
尤
納
を
碓
地
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

辱
噸
吋
岬
畔
州
峠
御
軸
州
唯
祁
釧
伽
押
州
咋
諦
唾
刊

症
偲
雌
税
二
千
九
両
凡
十
万
円
で
、
こ
の
う
ち
収
人

細
怖
鎚
惚
罐
蜘
壼
働
榊
“
飛
伽
叶
和
に
詐
刈
怜
抑
秘
訟

日
工
一
一
行
六
十
一
万
九
千
円
（
十
二
％
）
と
な
っ
て
お

祝
り
喉
討
爆
こ
ぃ
期
川
内
に
町
鴎
税
八
十
八
％
、
川

町
確
誼
跡
蝿
如
計
叩
鍛
鍾
辨
蔀
魂
稀
叶
搦
州
恥
部
州

金
水
町
の
脚
民
健
康
保
欣
は
昭
和
叫
卜
一
年
か
ら
全

倣
梢
働
七
刑
給
川
を
火
施
し
て
い
ま
す
が
、
受
診
率
の

ｔ
兇
か
桝
し
く
、
別
炎
①
で
も
分
か
る
と
お
り
、
船
付

餐
（
役
場
で
匪
者
に
文
払
う
金
）
も
征
年
う
な
ぎ
の
ぼ

り
に
ｔ
外
し
、
保
険
会
計
の
台
所
か
非
附
に
緋
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
二
鮓
皮
に
お
い
て
は
、
前
年
に
く
ら
べ
て

一
千
五
百
万
円
以
上
も
余
帥
又
払
い
し
な
け
れ
ば
な
・
い

な
い
兄
込
み
で
、
こ
の
う
ち
の
約
六
十
％
は
剛
の
補
助

が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
あ
と
の
分
四
十
％
約
六
何
万
Ｎ

は
ど
う
し
て
も
被
保
恢
者
の
税
金
で
ま
か
な
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
や
む
を
神
ず
、
別
表
②
の

と
お
り
税
率
を
改
正
し
ま
し
た
ｃ

な
に
か
と
捌
背
の
多
い
昨
今
で
は
あ
り
ま
す
か
、
邪

怖
を
お
く
み
と
り
の
う
え
、
保
炊
税
の
納
付
に
つ
い
て

何
分
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ｌ
保
険
課
Ｉ

ｰ
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